自我理想の起源 : フロイトにおけるメランコリーと同一化の問題 by 松山, あゆみ
Title自我理想の起源 : フロイトにおけるメランコリーと同一化の問題
Author(s)松山, あゆみ























































2 Freud， Sigmund: Briefe an腕助elmFJiess 1887-1904. J巴ffreyM. Masson但ggふFrankfurtam 

























3 Cf. Freud， Sigmund: The S.刷ぬrd国itionOJ the Co岬 'letePsychological Wor~ (}fSigmund Freud， vol.XN， 





Ernest: Sigmund Freud L晶 and助成;vol ]. The lVung Freud 1856・I銃刀lLondon 1953， p.313. 
ヱレンベルガ一、アンリ『無意識の発見一一力動精神医学発達史』下巻(木村敏/中井久夫監訳、弘











































































2. ["喪とメランコリー J(1915年執筆、 1917年発表)
3. W集団心理学と自我分析~ (1921年発表)















10 VgI. ebd.， S.258f. 
1 Vgl. Freud， Sigmund: Zur Einf凶町田19dωNarzissmus(1914). In: G. w.; Bd. X，S. 161. 












































































































































16 VgL Fr官ud(1923)，S. 259f. 
17 VgL Freud(1921)， S.116. 
18 VgL Freud(1923)， S.260. 
19両性性という考えはもともとフリー スから影響を受けたものである。

























21 リクール、ボール『フロイトを読む~ (久米博訳、新曜社 1982年)、 232-237頁参照。


























































盟 VgI.Freud(1923)， S.283. 
27 Vgl. ebd.， S.284. 
加 Vgl.ebd.， S.284f. 
29 Vgl. ebd.， S.283. 





















































国 Jonω，Em回:Sigmund Freud L泌 andU0rk; vol 3. TheLastPhase 1919-1939. NewYork 
1957， p.464. 
34 Cf. Klein， Melanie: Infantile Anxiety-Situations Retlec句din a Work ofArt and in the Creative 
Impulse(1929). In: The陥拍車'{ofMelanieKlein， voll Love， Guilt and Repara的'n，and Other 




























35 VgL Fr白ud(1930[1929])， S.490ff. 
36 Ebd.， S.492. 
? ???
の罪の意識、つまり罪責感がメランコリーの火積になっているのではないかという推論が
成り立つ。そしてこの推論は、いかにして人は自らの死の欲動(攻撃欲動)を処理できる
ようになるのかという精神分析の課題を用意するものである。じつはフロイトは『自我と
エス』の第5章でその処理の仕方を語っている。一つは、エロース的成分と混合させて無
害にする仕方であり、もう一つは、攻撃というかたちで外界にそらす仕方である。エロー
ス的成分との混同による処理の仕方は、マリー・ボナバルトに宛てた手紙において示唆さ
れていた攻撃欲動の昇華のかたちと重なるものである。残念ながらフロイトは、攻撃欲動
の昇華の可能性をほのめかしただけで、この問題の解決を図ることはなかった。攻撃欲動
の問題の追及は、メラニー・クラインへと引き継がれることになる。彼女は破壊願望を創
造衝動の根底に見て取り、攻撃欲動の問題に新たな光を投げかけたのである。クラインに
おける攻撃欲動と創造衝動の問題は筆者の今後の課題としたい。
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